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前橋市中央児童遊園るなぱあく

指定管理者：
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１．会社概要
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■オリエンタル群馬-関連企業
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体制 施設名
年度

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

Ｊ
Ｖ
代
表
企
業

ｵﾘｴﾝﾀﾙ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

国営アルプス
あづみの公園

群馬県立 敷島公園

北九州市 響灘緑地

厚木市荻野運動公園

北九州市浅生ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

単
体

ｵﾘｴﾝﾀﾙ
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

千葉市泉自然公園

開成町
あしがり郷「瀬戸屋敷」

ｵﾘｴﾝﾀﾙ

群馬

前橋市中央児童遊園

（るなぱあく）

第1期（H24～
H26）

第2期（H27～
H29）

※公園活用事業として駐車場運営を実
施

第3期（H30～
H32）

総合建設コンサルタントとして

いち早く指定管理事業に本格参入

指定管理事業を通し、 “まち・ひと・しごと創成法” の閣議決定（平成26年9月）以
前から地方都市の魅力向上・地域活性化事業に取り組む。

まち・ひと・しごと創成法閣議決定
（H26.9）

■当社の施設管理事業と地域活性化事業の実績紹介
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本 社：群馬県前橋市
設 立：2014年3月
資本金：300万円
職 員：45名

地域を結ぶ、地域の“輪”

人の両手でつくられた大きな輪、人の頭をイメージした楕円。この楕
円がオリエンタル群馬を表しています。地域における活動の輪、人の
輪、文化の輪が広がりを図化しています。
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２．事業紹介
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群馬県と前橋市の２つの拠点を管理運営
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■施設価値向上や地域ブランディングを展開
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■正式名称：前橋市中央児童遊園（愛称：前橋るなぱあく）
■開園年：１９５４年（今年６６年目）
■敷地面積：８，８１５m2（サッカーコート２面）
■利用料：大型遊具５０円 と 小型遊具１０円
■キャッチコピー：日本一なつかしい遊園地

■モットー：ゆっくり大きくなる子どもたちのために
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■るなぱあくの施設概要
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指定管理者制度（第1期：H27.4～R2.3、第2期：R2.4～R7.3）

前橋市中央児童遊園
「るなぱあく」

（公園施設・遊戯施設、等）
所有：前橋市

6次化カフェ
「おむすびのマム」
（飲食・物販施設）
所有：オリエンタル群馬

（本来事業＋自主事業） （自主事業）

立体迷路
「とことこ迷城」
（新規遊具）

所有：オリエンタル群馬

設置管理許可制度
（①H28.12～R2.3_約4年間）
（➁R2.4～R7.3_5年間）

設置管理許可制度
（R2.4～R7.3_5年間）

■るなぱあくにおける官民連携事業手法

土地所有者：前橋市

・平成27年4月～5年間、オリエンタル群馬が指定管理を開始。
・令和2年4月～5年間、前橋市内の企業JV「Made in MAEBASHI コンソーシアム（代
表企業：オリエンタル群馬）」が指定管理を実施。

・設置間許可制度を活用し、平成28年12月に「6次化カフェ」、
令和2年4月に「立体迷路」を設置した。
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■前橋るなぱあくの特性

①懐かしさ
②安さ
③親切さ
④楽しさ
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■前管理者（平成２３～２５年度）時の月別利用者数（延べ）

閑散期（夏・冬）における利用者数と収益の増加が重点課題
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群馬県内を活動拠点としたキッチンカーの出店
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参加型イベントの実施（ストリートパフォーマンス・演奏会など）
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時間外利用と新規ターゲット（社会人や学生など）の獲得
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閑散期における利用者サービスの質向上によるファン獲得
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目的外利用を促進し、新規性を発信
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利用者へのサービス還元
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平日の利用促進策
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『るなぱ ＤＥ ○○』

イベントは管理者だけが考えるだけでなく、
市民が主体的にやりたいイベントを考える。

管理者や行政はフォローする。
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▲Yahoo!検索デイリーランキング（17位）▲上毛新聞（5/28）

るなぱあくホームページのアクセス増
■5/28：14,800アクセス
※通常300～500アクセス程度

▲ 6/5（月）：テレビ朝日「ZIP!」 ▲6/5（月）：テレビ朝日「スーパーJチャンネル」

▲前橋市 山本市長のフェイスブック▲ 6/7（水）日本テレビ「news every.」 ▲ 8/10（木）：テレビ朝日「スッキリ」

平成29年度は在京ﾒﾃﾞｨｱに取材されたことで利用者急増
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（※民間に運営管理が移行された、平成16年度以降のデータのみ表示。）

■平成１６年度以降の年間利用者数（延べ）
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【万人】 開園以来過去最高の
利用者数
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設置管理許可制度の活用例①
6次化カフェ事業「おむすびのマム」
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平成28年12月3日

■園内店舗との連携について（食の充実、土産開発）
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ＩＴ環境整備
塗装・環境 コンテナ

植栽

電気
全体マネジメント・デザイン
（指定管理者）

前橋の地元企業が集結し、プロジェクトチームを結成
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 事業実施の背景とプロセス
→真夏・真冬の厳しい園内環境に対し、屋内施設整備を求める声（利用者ニーズ）
が多い（「利用者満足度調査」より）。

→市（公園管理事務所）と指定管理者の共通の課題認識として協議を実施。

 「設置管理許可制度」活用による公園施設整備（≒P-PFI制度）
→「都市公園法第５条」及び「前橋市公園条例」・「前橋市中央児童遊園条例」に基
づき「設置・管理許可」を活用した、公園施設整備を公民連携事業として実施
（H28.12竣工）。設置許可料を前橋市へ支払う。

公園施設
（コンテナ活用）

土地所有者：前橋市

施設所有者：
（㈱オリエンタル群馬）

前橋市
・インフラ整備（給排水等）

指定管理者
・コンテナ・外構・電気・植栽・ＩＴ等整備
→施工は全て地元企業と連携
（Made in MAEBASHI project）

■官民連携による施設の整備

地元企業と連携した施設整備・運営の実現

H30．12開業
（P-PFI制度施行前）
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□名称の意味
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商品
開発

『アレルギー対応クッキーを開発・販売』
連携：ルイドール（総社町）

▲読売新聞（3/19付）

■6次化カフェを拠点とした多様な事業展開
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時間外
利用 『手ぶらでＢＢＱ』

■6次化カフェを拠点とした多様な事業展開
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地域連携
企画

『ナイトダイニング』
連携：菜穀和食むくび（敷島町）

『話食会』
連携：平野米穀店（千代田町）

『バレンタインカフェ』
連携：ロブソンコーヒー（上小出町）

『つぼ焼き芋の移動販売』
連携：夢座家（伊勢崎市）

■6次化カフェを拠点とした多様な事業展開
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完全
6次化

『稲作プロジェクト』
連携：勢多農林高等学校、近藤ｽﾜｲﾝﾎﾟｰｸ（富士見町）

■6次化カフェを拠点とした多様な事業展開
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設置管理許可制度の活用例②
立体迷路「とことこ迷城」
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（１）営業日 るなぱあくの開園日に合わせる

（２）設置許可期間
（施工期間も含む）

５年間（許可が取得出来た場合）

(３)整備方法 設置許可制度

（４）コース数 ２コース

（５）利用料金 ２００円/回・人（税込）

（６）利用時間目安 ２０分/1コース

（７）敷地面積 約120㎡

（８）階数 ５階層

（９）規模 幅約12ｍ、奥行き約10ｍ、高さ約13ｍ

①事業収益を安定させることによる更なる事業の拡大
②前橋市中央児童遊園の次期公募の防衛のための自主事業提案 （民間主導）のひとつ
③地方創生事業の事例獲得による広報・ＰＲ

■立体迷路事業の概要
立体迷路を整備した意義
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３．今後の展開
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①公園施設や遊器具の老朽化対策

②職員の高年齢化をふまえた
次なる担い手の確保・育成

③駐車場の混雑や道路渋滞の緩和

④少子高齢化社会、新しい生活様
式を見据えた新たな収益策を検討

など

■るなぱあくにおける今後の主な課題
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平成29年度：計画付き事業者公募（特定：ヤマト・OCOGグループ）

・事業コンセプト：
モノ×コト×ヒトの結節点としての 『新しい道の駅』

赤城山

Copyright(C) 2020 ORIENTAL CONSULTANTS All Rights Reserved.

■オリエタル群馬の今後の事業

SPCの構成企業として、前橋市新設道の駅の
計画策定から事業運営までを担う。
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コンサルティング業務
（行政代行）

敷島公園 るなぱあく

（群馬県） （前橋市）

運動公園
（管理期間3年）

児童遊園
（管理期間5年）

指定管理事業

道の駅
（2022開業予定）

（前橋市）

ＰＦＩ事業

P-PFI

ｽﾎﾟｰﾂ

文化

観光

6次化

産学
連携

駐車場
適正化

自主事業
（弊社独自）

地域
防災

・地域に必要とされる会社（行政代行）
・施設特性を活かし３間（時間・空間・人間）を
有効活用することで、利用目的を多様化
・行政や民間企業など地域との連携
・地域住民が愛する施設づくり

情報発信・
飲食物販・
イベント

横断事業

計画→設計→運営

⇒公共施設をトータルプロデュース

■オリエンタル群馬の業務体系

立体迷路
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■持続的発展する管理運営が必要

①行政と地域企業と協働・連携する

②施設特性を活かし、地域・市民に愛される工夫

③外からの視点、外への意識
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